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IR新任研修会  

 学問的には、あまり意味がないと言われる文系
と理系の区別ですが、その2つのカテゴリーで大学

入試科目が大きく異なっていることから、日本で
は高校教育の初期からこの2つの系列を分けて教育

する伝統が根強く残っています。生物系の私は理
系研究者ということになりますが・・・。 

【理系研究者とは】 
 

文系と理系 
 



IR新任研修会  

北海道大学にある学部 
 

文系 
 

文学部・教育学部・法学部・経済学部 
 

理系 
 

理学部・工学部・農学部・獣医学部・水産学部 
医学部（医学科・保健学科）・歯学部・薬学部 
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理系の理は理学部の理 Science 
 

北海道大学理学部にある学科 
 

数学科 
物理学科 
化学科 

生物科学科（生物・高分子） 
地球惑星科学科 

 
しかし、それぞれがあまりにも違うので 

「理系研究者」とひとくくりにするのは無理 



IR新任研修会  

私が「理系研究者」を代表することなどできないので 
今日は生物系研究者から見た機関リポジトリの話 

ということにさせていただきます。 
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図書館の見た目の変遷と機能 
 



IR新任研修会  "Bibliothek St. Florian" by The original uploader was Stephan Brunker at German Wikipedia Later versions were uploaded by 
Luestling at de.wikipedia. - Transferred from de.wikipedia to Commons.. Licensed under CC BY-SA 3.0 via Commons - 
https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Bibliothek_St._Florian.jpg#/media/File:Bibliothek_St._Florian.jpg 
 

古典的図書館（本の格納庫） 
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"Fort Worth Library Computer Lab". Licensed under CC BY 3.0 via Wikipedia - 
https://en.wikipedia.org/wiki/File:Fort_Worth_Library_Computer_Lab.jpg#/media/File:Fort_Worth_Library_Computer_Lab.jpg 

現代の典型的図書館（本とPC） 



IR新任研修会  

This image was originally posted to Flickr by Mosman Library at http://flickr.com/photos/61713553@N00/4978470684. It was 
reviewed on 1 August 2013 by the FlickreviewR robot and was confirmed to be licensed under the terms of the cc-by-2.0. 

韓国の国立デジタル図書館（本がない） 
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 世界中から集めた本の
倉庫としての図書館から、
情報にアクセスするため
のポートとしての図書館
へと変貌 
 
 もし、自宅やオフィス
のPCからすべての情報

へのアクセスが可能にな
れば、図書館はなくても
よい 

Richview Library Blog; http://archlibrary.wordpress.com/  

The Library, University College 
Dublin, Belfield, Dublin 4  

http://archlibrary.wordpress.com/
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我々は図書館をどのように利用しているか 
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生物系の論文ができあがるまで（基本は英語） 
 先行研究・関連研究調査 – 図書館で確認 
 まだ誰もやっていない研究を行う 
 学会で発表する 
 論文原稿を作成 
 内容・英語文法チェック 
 学術雑誌に投稿 
 査読・改訂 
 採否決定 
 掲載手数料、ページ・カラーチャージ等支払い 
 配布用別刷・PDF購入 
 出版（オンライン・印刷）– 図書館に納入 
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我々にとって、研究のゴールは出版で研究が終
わったら、論文を書く習慣になっています。 
  卒業論文：研究論文のまねごと 
  修士論文：初歩的研究論文 
  博士論文：本格的研究論文 - 出版義務 
 
出版されていなければ研究されていないのと同じ 
 
 研究は something new でなければならない 
  他でやられていない研究をするために 
  過去の研究を図書館で調べる。そして 
  他でやられていないことを知るために 
  最新の研究を図書館で調べる。 
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図書館に行かなければできなかった文献調査 



IR新任研修会  

北海道大学図書館（facebook page より） 

https://www.facebook.com/hokudailibrary/timeline 
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文献調査（「図書館にこもって」行うものだった） 
 過去の論文： 
  製本された昔の学術雑誌・単行本 
   図書館でコピーして持ち帰る 
   図書館による文献貸借サービス 
   図書館による文献コピーサービス 
   オンライン・アクセス 
 最新の研究論文： 
  製本されていない購読雑誌を読む 
  タイトルだけのアナログ Current Contents 
  e-メールによるコンテンツ・アラート 
   （個々の論文へオンライン・アクセス可能） 
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コンテンツ・アラート・メール 
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タイトルをクリックして論文にアクセス 
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その場で PDF をダウンロードできる 
 



IR新任研修会  http://www.apple.com/jp/ 

 しかもPDFファイルは紙のコピーと同じように書き込みがで
きるようになった。大画面の iPad Pro と Apple Pencil があれ

ば、膨大な量の論文を常に持ち歩き、いつでもどこでも作業す
ることが可能な時代である。(Surface Pro4 でも同じらしい。) 



IR新任研修会  

新着雑誌に関しては大学が購読さえしていれば、図
書館に行く必要はまったくなくなったのである。 
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 ところが、学術雑誌に掲載された論文へのオンライ
ン・アクセスの多くは、大学などの機関が出版社と契
約しているものに限られる。つまり、オンラインには
なったもののお金を払わないと読めないという事情は
紙の雑誌を購読していた時と変わらない。情報アクセ
スへの貧富の差は残ったままである。 
 また、昔は著者に連絡して論文の抜き刷り（別刷）
をもらうという習慣があった。著者は無料配布するた
めに、出版時に高価な別刷を購入していた。また掲載
料をとられることもあり、事情を知らない学生には、
原稿を出してお金をとられるのか、と今でも驚かれる。
最近はメールを出してPDFをもらうこともある。 
 論文は読むもの出すのも「お金がかかる」のである。 



IR新任研修会  

 こうした「学術出版をめぐる不思議」の原因のす
べては研究論文の著作権を出版社に移譲するという
科学出版の慣行にある。 
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我々が行った研究の成果は誰のものなのか 
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研究を支える「もの」と「人」、そして“見返り” 
 

 設備 
  機関（大学・研究所） 
 資金 
  政府（税金 – 国民）    “特許” 少ない 
  財団（寄付） 
 研究主体 
  研究者           “賞”  稀 
  学生  
 出版 
  出版社          ”著作権” 安定的 
  販売者 
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実用化されて特許による収入が生じるような 
研究成果はまれ 

 
国際的な賞の授与はもっとまれ 

 
ほとんどの研究成果は出版物の販売のみで 

金銭的価値を生んでいる 
 

つまり 
 

現状では研究成果のほとんどが 
出版社だけの利益となっている 
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主要な問題点 
 

著作権が著者にはなく、出版社が独占していること 
 

その結果 
 

研究の出資者であるはずの国民も 
研究主体である研究者も 

研究成果にアクセスするために 
著作権者からのコピー購入を余儀なくされる 

 



IR新任研修会  

解決に向けて 
 

著者が著作者の権利（＊）を行使して 
論文を公開できるようにする 

                ＊著作権とは違う 

そのための試み 
 

国民あるいは世界の誰でもが 
無料で論文を読めるように 

著者が所属する機関が著者に代わって 
論文の無料公開をする行為が「機関リポジトリ」 



IR新任研修会  

北海道大学の機関リポジトリHUSCAP : 2005~  



IR新任研修会  

「機関リポジトリ前後」での論文流通の様子は 
変わったのか？ 

 
「HUSCAP 前後」での 

 
私の論文の被引用状況を 

 
Google Scholar で振り返る 
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IR新任研修会  

@2015 
     ↓ 

21 

11 

 9 

11 

@2005 
     ↓ 



@2015 
     ↓ 

21 

11 

 9 

11 

@2005 
     ↓ 
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↑2005 
↑ 
HUSCAP始動 

↑1997 
↑       
↑ 
↑ 
電子ジャーナル本格化 
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「機関リポジトリ後」になって、驚くほど多くの過去の 
 

論文がオープンアクセスになっている 
 
 

出版社も手をこまねいていると、続々と古い論文が 
 

機関リポジトリで公開されることに 
 

危機感を持ったことは間違いない 
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機関リポジトリに対する出版社の反撃 
 

誰でもが無料で論文を読める 
オープン・アクセス・ジャーナル（OAJ）刊行 

 
営利企業である出版社が OAJ から利益を生むため
に考えだしたのが著者が出版費用を負担するモデル 

 
著者は旧来、出版費用や別刷購買という形で論文出版
に際して支払いをするということに慣れていたことも

あったため、比較的スムーズに広がっている 



IR新任研修会  

老舗が立ち上げたオープンアクセスジャーナルは 
 

高いインパクト・ファクターを「餌」にして 
 

高額な出版費用 APC を設定しながらも 
 

それなりの支持を得ている 
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いくつかの例 



IR新任研修会  

Public Library of Science (PLoS) 



IR新任研修会  



IR新任研修会  

BioMed Central (BMC) :  
        more than 230 Journals 
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IR新任研修会  

日本動物学会も参入：APCは学会が支払うので無料 



IR新任研修会  

Scientific Report (Nature publishing G.) 



IR新任研修会  



IR新任研修会  

オープンアクセスジャーナルの多くが 
出版コストを著者から回収する 
ビジネスモデルであるため 
 
高い投稿料金が 
貧乏研究室にとっての悩みの種 
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それはさておき 
フリージャーナル時代になったら 
機関リポジトリはいらなくなるのか 



IR新任研修会  

今後、機関リポジトリは 
大学・研究所の教育研究活動の 
ショーケースとして 
大きな役割を担うようになる 
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リポジトリの充実は 
機関の存在感を 
アピールする 
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Google 検索でHUSCAPは常に上位にランクされる 

PubMed 

出版社がOAにして

しまったが、有料
のままだったなら
ば、HUSCAPが引
用されるだろう。 

HUSCAP立ち上げ

の早い時期に登録
した私達の論文。 
 
最初はここでのみ
全文の無料アクセ
スが可能だった。 

HUSCAP 

出版社OA 

PubMed要旨 
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OA公開はアクセスされやすいために 
購読・引用されるチャンスが高まる 
可能性がある 
 
少なくとも私が論文で引用する場合 
手に入りにくいものよりは 
オープンアクセスのものを引用するように 
している → IF向上に貢献 
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朝日新聞2008年4月11日朝刊 
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インパクトファクターで利用される 
1～2年の出版初期の引用ではなく 
ロング・テールな引用を保証する 
機関リポジトリ 
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学術論文の利用はロング・テール 
  （リポジトリ以降は明らかな上昇傾向が見られる） 

ものの売れ方：少数の売れ筋と、あまり売れないたくさんの品物 → 時間軸に適用 
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研究者としてうれしいことは 
 

研究成果が高く・長く評価されること 
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リポジトリが 
当該機関研究者の業績を 
世界へ発信することで 
新しい評価を生み出す 
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リポジトリ登録によって 
再発見・拡散される論文の好例 
 
       ～ 北海道大学紀要 ～ 
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大学紀要の過去と未来 

北海道大学理学部紀要・動物学 
- 現在、休眠中 
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理学部紀要と坂上昭一 
ハチ研究業績のアーカイブとして有名になった理学部紀要 
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紀要に掲載された世界のハチ行動学の歴史に残る詳細な観察記録 
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 坂上の研究は研究の当初から真の意味で独創的であり、世
界的であった。そのことを如実に示す数字がある。1971年に
アリ類研究の大家であるハーバード大学のE. O. Wilsonが一
冊の本を出版した。「The Insect Societies（昆虫の社

会）」と銘打たれたこの本は、同じ著者によって数年後に出
版され生物学のパラダイムを変換させた「Sociobiology （社

会生物学）」の先駆けとなる重要な著作であり、当時の昆虫
社会学の最新の知見を網羅したものであった。巻末の索引を
見ると坂上の研究の引用は26カ所、アリ学の泰斗で前記
subsocial routeの提唱者であるW. M. Wheelerと著者である
Wilsonに次ぐ第3位の引用回数で、坂上の長年にわたる研究上
の師であり友人であったMichenerをわずかに上回る。 
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 こうした成果の公表に大きな役割を果たしたのが当時の北大
理学部紀要（動物学）（現在は休刊中）をはじめとする大学紀
要だった。実際、上記「昆虫の社会」 に引用された25編のうち
の9編は北大理学部紀要に発表されている。当時年2回発行され

ていた紀要を、ページ制限なしに研究成果を発表できる場とし
て坂上は大いに活用したのだった。なにかというとジャーナル
のインパクトファクターを気にする現代の風潮を聞いたら坂上
は嗤い飛ばすに違いない。評価を決めるのは雑誌の格ではなく
て論文自体の内容だ、といいきれるだけの実績が彼にはあった。 
----- 
 
 休刊中の北大理学部紀要（動物学）ですが、現在そのすべて
がHUSCAPに登録されて、世界でここにしかない貴重な論文の
公開として日に日に存在感を増しています。 
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SF Sakagami 

HUSCAP登
録により、
さらに世界
中で爆発的
な引用が実
現している
。それまで
は、我々が
個人的にコ
ピー依頼に
応じて送っ
ていて、年
に1-2件の被

引用だった
ものが10倍

以上になっ
ている。 
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これからの図書館に望むこと 
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機関リポジトリを活用した幅広い活動 
リポジトリ内の学術情報利用の解析 

- 新しい論文評価システムの構築 
- 科学者が気付かない論文の価値の発見 

-被引用情報の提供 
- 研究者に（いつ、どこで、誰に引用された） 

-利用者への情報サービス（教育・広報的活動） 
- 研究者に 
- 政策決定者に 
- 学生に 
- 市民に 

リポジトリ・レパートリーの増加 
-学術論文だけが教職員の業績ではない 
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そのためには、 
読まれる工夫（佐藤と逸村、2009 情報学会研究大会） 

 機関リポジトリの利用形態解析 
- 機関リポジトリの利用者の多くは民間の個人 
- 英語論文は海外から、日本語論文は国内からのアクセス 
- サーチエンジンからのアクセス
が多い 

- 日本語論文は新しいもの、英語
論文は古いものも 

- テキスト化されているとアクセ
スが多い（画像pdfは検索しに
くい） 
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リポジトリ成功の秘訣 
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   それはIR担当の図書館員の「愛」 
 
 私の知る限り 
 
  多くの図書館員は愛校心を持っている 
 
  ほとんどの研究者には愛校心がない 
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なぜ 
研究者は 
機関リポジトリに非協力的なのか？ 
あるいは非協力的に見えるのか？ 
なぜ愛校心がないのか？ 
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機関リポジトリは組織を「売る」 
 
研究者は組織に属さない「一匹狼」 
個人の利益にならなさそうなことには消極的 
 
しかし、機関リポジトリは個人の 
研究成果履歴に資する 
 
それを理解してもらえば 
研究者も喜んで協力してくれるはず 



IR新任研修会  

そして 
 
図書館員も 
 
機関リポジトリ活動を楽しむ！ 



IR新任研修会  

これからは 
図書館が大学・機関を変える 
 
リポジトリはそのための 
強力なツールのひとつ 
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